
シトラスリボンプロジェクト、ご存じですか？           肥留間 智子  いよいよ１２月になりました。今年度の２学期は、まだ熱中症が心配されていた８月１７日から始まり、寒さ
がだんだん厳しくなる今月の２５日までと、夏から秋、冬と季節をまたぐ９１日間でした。いつも以上に長い２

学期にもかかわらず、子どもたちの楽しみにしている様々な行事や活動を例年通り行うことはできませんでし

た。これからも引き続き感染症対策を行い、児童にとってできる限りの豊かな教育活動が行えるよう今後も取

り組んで参りたいと思います。  さて、１２月のお話朝会では｢シトラスリボンプロジェクト｣についてお話ししました。
｢シトラスリボンプロジェクト｣とは、コロナ禍で生まれた差別や偏見を防ぎ、みんなが心

から暮らしやすい社会を目指そうとするもので、愛媛の有志が始めたものだそうです。愛

媛特産の柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用ロゴを身につけて、「ただいま」｢おかえり｣の気持ちを表す

活動を広めています。リボンやロゴで表現している３つの輪は、地域と家庭と学校（職場）だそうです。  先日学校では、児童に対して｢いじめアンケート｣を行いました。様態として圧倒的に多いのが、｢悪口･からか
い｣です。具体的に言うと、気軽に「きもい」｢死ね｣と言ったり顔や身体のことを「変」｢恐い｣と言ったりして

いました。それらに関係している子どもたちに聞き取りをしてみると、言った側はそれほど悪いことをしたと

いう自覚はなく、「本人も笑っているし、大丈夫だと思った」と話し、言われた側はとても嫌な思いをしている

というものでした。「いじめ」は、受け手の思いで成立します。自分の言った言葉を相手はどのように感じたの

か、自分の思いはきちんと伝わったのか、直接言葉を交わし、相手の表情を見て、確認することが必要です。子

どもたちの様子を見ていると、「直接言葉を交わすことが少ない」「相手の気持ちを想像して勝手に思い込むこ

とが多い」と思うことがあります。「ちゃんと謝ったの？」と聞くと「うん」、相手に｢聞こえた？｣と聞くと「全

然知らない」。自分は言ったとしても、相手にその言葉が届かなかったら言っていないことになります。失敗し

たら｢ごめんね｣、人にしてもらって嬉しいときには「ありがとう」と、黙っている（小さい声で言う）のではな

く、相手に聞こえる声で、自分の思いを確実に相手に伝えられる人になってほしいです。  今、新型コロナ感染症の勢いが増し、私たちの身近な所にも迫ってきているような感じがします。だからこ
そ、引き続き感染症対策は行い｢自分の身は自分で守る｣という行動をとることが大切なのではないかと思いま

す。自分を振り返ることなく、差別や偏見を持ち「誰のせいだ」｢誰が悪い｣と相手を責め行動するのは、いじめ

と同じだと思います。みんなが相手を思いやる温かい学校は、私が目指す学校です。シトラスリボン運動のよう

に、私たちにとって大切な地域、家庭、学校が、誰にとっても暮らしやすい場所になってほしいです。  そこで、高階南小学校の子どもたち全員の笑顔があふれる学校づくりの一環として、｢笑顔の万国旗｣を作り
ました。本校の子どもたち全員の一人一人の笑顔と夢を万国旗のように連ねて校内に掲示します。ぜひ、学校に

お越しの際には、ご覧ください。                
南小だより さわやかなあいさつ 明るい教室 きれいな学校  
学校教育目標  「心豊かにたくましく生きる児童の育成」    令和２年１２月１日               かしこい子 やさしい子 たくましい子       第１０号 
今月の生活目標 『物を大切にしよう』           川越市立高階南小学校 

防犯カメラが設置されました  不審者対策のため、川越市が防犯
カメラを設置しました。  正門（東門）、北門 
（給食車受け入れ口）、 
西門（体育館脇）の３カ所を見守っ

ています。 

１１／１１（水）～１２（木） 
修学旅行に行ってきました  バスの台数を増やしたり手指消
毒を行ったりして、新型コロナ感

染症対策を行いながらの旅行でし

た。天気は晴れ、紅葉もシーズン

真っ盛りでとてもよい時期でした

が、日光市の気温が低くとても寒

かったです。様々な制限 
がある中での修学旅行で 
したが、子どもたちにと 
っては、いい思い出がで 
きたようです。 

西牧 美樹先生が 
着任しました  １１月～２月上旬まで、１年２

組の指導補助としてご指導いただ

くことになりました。 
よろしくお願いいたします。 １１／２４（火）～２７（金） 

音楽授業参観、頑張りました  お忙しい中、たくさん 
の保護者の皆さんに参観 
していただきありがとう 
ございました。本来の校 
内音楽会よりも緊張している子ども

たちの一生懸命さに感心しました。

一人一人が自分の担当する楽器を持

ち、みんなで力を合わせて曲を作り

上げるという活動は、一人一人の存

在の大切さ、達成感など、音楽として

の学習以外にも、たくさんのことを

学んでいるなと改めて感じました。 



 


